獣の刻印（666）
RFID
「また、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての人々にその右の手かその額かに、刻印を受けさせた。また、その刻印、すなわち、あの獣の名、またはその名の数字を持っている者以外は、だれも、買うことも、売ることもできないようにした。ここに知恵がある。思慮ある者はその獣の数字を数えなさい。その数字は人間をさしているからである。その数字は６６６である。」(新改訳聖書　黙示録13：16-18)
666は単一世界政府システムです
現在、コンピュータを利用した生体認証システムが急速に開発され、私たちの社会に受け入れられています。RFID（Radio Frequency Identification）技術を利用する小さなコンピュータチップは、すでに電化製品、小売商品、家畜、そして人間に埋め込まれています。これは未来のSFではありません - 今起きていることなのです。
世界の多くの場所で、アプライドデジタル社のRFIDマイクロチップ（ベリチップ）が人体に埋め込まれ、アルツハイマー病、精神疾患、糖尿病、心臓の問題を診断するのに利用されています。また、RFIDマイクロチップは誘拐防止に役立てられています。近い将来、このようなバイオチップは広く受け入れられ、個人識別、保護、監視、追跡、商取引、そしてまだ考えられていない他の用途で体内に埋め込まれるでしょう。 
残念ながら、このようなバイオチップに保存された個人識別情報やバイオチップ利用で発生する情報は、コンピュータデータベースに保存・保持されます。あなたの体はタグ付きの資産となり、監視され、行動が追跡されます。体内にマイクロチップを埋め込むという行為は、人の肉体的、精神的、ついには霊的（性質）を変えてしまいます。バイオチップの人体使用により生じる問題は、単に美的、医療的、政治的、または法律的問題に留まりません。 
サタンは世界で働いていて、自分の目標を達成させるために人々や社会を形成しています。知ってか知らずでか、反キリストは、一見人々の利益を最優先していると思われる計画に従うよう人々に強制するようになります。しかし、人類の歴史が取るパターンと神に対する人間の反逆に従うことは、キリストが戻るまでは痛みと苦しみをもたらすことになります。
「また、あの獣の前で行なうことを許されたしるしをもって地上に住む人々を惑わし、剣の傷を受けながらもなお生き返ったあの獣の像を造るように、地上に住む人々に命じた。それから、その獣の像に息を吹き込んで、獣の像がもの言うことさえもできるようにし、また、その獣の像を拝まない者をみな殺させた。」(新改訳聖書　黙示録13：14-15) 
人間がコンピュータにより監視・分析・測定・評価される自主システムによって社会と人々が支配される時が来ようとしています。その時、このシステムを受け入れることを拒む人は誰もが拷問され殺されます。 
ユビキタス社会の形成
あらゆる階層の人々が時間と場所に関係なくいつでもどこでもなんでもアクセスできるユビキタス社会に私たちは向かっています。このような発展を突き動かしているのは、技術を用いて日常生活を管理することにより私たちはより安全に、より快適に、より豊かに、よい楽しく生きるという信念です。自動化された財務管理、即時的コミュニケーション、安全を渇望する社会において、RFIDが使用可能なバイオチップが体内に埋め込まれ、遂には盗まれやすく、失くしやすく、隠しやすい貨幣に代わるものになるのは遠い話ではありません。近い将来には：
1）全ての人々はバイオチップを持つことが必須になります。全ての経済活動はこのチップを用い、チップは今日の貨幣単位に取って代わるようになります。
2）プライバシー侵害が発生し、自由が存在しなくなります。 

3）反キリストであるカリスマ的指導者は、相互接続・相互依存システムを介して、全世界を支配するようになります。
獣の刻印、私たちはそれを体内に受け取ってはいけません(黙示録14：9, 14:11, 16:2)
1）この刻印を受け取るということは、サタンに魂を売るという取り返しのつかない行為です。この罪は赦されません。この刻印を物理的に取り除いたとしても、この罪をくつがえすことができません（黙示録14:9-11）。あなたの魂は神に属しています。したがって、あなたがこの刻印を受け取った場合、あなたはサタンに帰属することになります。 
2）もしあなたがこの刻印を受け取るならば、あなたは意図的に神ではなく人間に信仰を置いています。あなたと永遠に天国で過ごすことを望んでいる愛に満ちた神ぬきで生きることをあなたは積極的に選んでいるのです。あなたが地獄への道を選択するのを神は望んでいません。神はあらかじめこれらの事を知っていました。神は私たちを愛し、私たちがこのことを知ってほしかったので、AD100年頃黙示録の中で使徒ヨハネが記したものを通じて私たちに啓示されました。もしあなたが天国に引き上げられず、したがって大艱難に遭うために取り残された場合、政府が許可したサタン的な法律に従わないことで拷問され、遂には殺されることになっても、あなたは決して獣の刻印を受けてはいけません。終わりが来るまで天国の望みはまだ残っていることをあなたは常に覚えておく必要があります。
あなたは自分の救い主としてイエスを受け入れましたか？
すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず（新改訳聖書　ローマ3:23） 

お金が全てではありません。他の神々、倫理、規律を信じたり、善行を行ったりすることで、人は神のもとに行くことはできません。イエスキリストとの個人的な関係だけが、人類の歴史の終わりの時に聖なる神の前で（私たちが）義人として立つことを可能にします。このためにイエスキリストが十字架の上で苦しみ、自分の血を流し、死に、よみがえったのです。このことが行われたのは、私たちを罪と死から救うということにおける神の意志、能力、栄光を表すためです。
わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。
（新改訳聖書　ヨハネ14:6）
なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。（新改訳聖書　ローマ10:9-10） 
あなたはイエスを信じ、彼はあなたの罪のために死んだことを信じなければなりません。イエスはあなたを愛しています。 
神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。（新改訳聖書　ヨハネ3:16） 
あなたが罪人であり、疑うことなく心から祈る必要があることに気づいてください。あなたの個人的な救い主としてイエスを受け入れる必要があります。天国と地獄は本当にあります。イエスキリストが唯一の天国への道です。 
イエスはすぐに戻ってきます。携挙（けいきょ）のために準備してください。
十字架を通して私たちを贖（あがな）ったイエスは、私たちの家を準備し、私たちと一緒に住むために戻ってきます。イエスは私たちに約束しました（ヨハネ14:3）。大艱難の前に携挙が起きます（黙示録3:10）。「空模様の見分け方を知っていながら、なぜ時のしるしを見分けることができないのですか。」とイエスは言いました（新改訳聖書　マタイ16: 3, ルカ12:56）。 
イエスキリストにある最愛の聖徒たちへ
携挙は、神のラッパが鳴った時、空中に引き上げられる聖徒たちのためのものです。携挙される聖徒たちは、雲の中にいるイエスに会うために空中に引き上げられます（Ⅰテサロ4:16-17）。携挙は、霊的な白い衣を着ている信者たちのためのものです。聖徒たちの体は栄光に満ちた体に変えられ、神の喜びとなります（黙示録19:7-8）。
あなたの信仰が生ぬるいなら、イエスはあなたを吐き出すでしょう。あなたはこのような信者になってはいけません（黙示録3:16）。イエスの最初の再臨（さいりん）は救いをもたらすためであります。しかし、イエスはラッパが鳴った時雲の中で「準備して待っている者たち」と会うために戻ってくるのです。これが携挙です。主であるイエスは天国に「彼の子供たち」を彼と一緒に連れていきます。地球での大艱難の後、天国（新しいエルサレム）に携挙された人たちと一緒にイエスは再び地球に戻ってきます。これがイエスの第二の再臨です。私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜び、誇りの冠となるのはだれでしょう。あなたがたではありませんか。（新改訳聖書　Ⅰテサロ2:19）
イエスが戻った時、携挙された聖徒たちだけが栄光の座につきます（Ⅰコリント15:49-55）。私たちはいつ何時にイエスが戻るかは知りません。しかし、光の子どもは暗やみにいないので、その日が盗人のようには来ません（Ⅰテサロ5:4-5）。生ぬるい信者とならず、眠っていないで、目を覚まして、祈りなさい（Ⅰテサロ5:１-４）。だから、あなたがどのように受け、また聞いたのかを思い出しなさい。それを堅く守り、また悔い改めなさい。もし、目をさまさなければ、わたしは盗人のように来る。あなたには、わたしがいつあなたのところに来るか、決してわからない（新改訳聖書　黙示録3:3）。生ぬるい信仰の人、世に縛られている人、イエスを知らない人は大艱難に遭うために取り残されます。大艱難は人類史上最も壊滅的な時代になります。大艱難に遭うために取り残された人は、死ぬまで（サタンの名前が書いてある）バイオチップを体内（額もしくは右手；黙示録13：16, 20:4）に受け取らないでください。自殺するクリスチャンは地獄で永遠に生きることになります。チップを拒否することで、あなたは拷問され、そして殺されます。未信者（非クリスチャン）の人はチップを拒否するだけでなく、イエスがあなたの主であり救い主であると口で告白し、あなたの罪の赦しを求め、イエスが神の子であり私たちのために死んだことを自分の心で信じる必要があります。アーメン
